
ュ
ア
ル
を
作
っ
て
く
れ
る
と
思
っ
て
い
た

面
が
あ
り
、
作
成
が
遅
れ
て
い
た
。
フ
ェ

ー
ズ
1
の
終
了
ま
で
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
完

成
し
た
も
の
の
、
そ
れ
を
使
っ
て
実
践
し

て
い
く
時
間
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
中
に

は
十
分
に
取
れ
な
か
っ
た
」。

そ
の
反
省
を
も
と
に
、
フ
ェ
ー
ズ
２
で

は
職
員
が
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
受
け
な
が
ら
習
っ
た

こ
と
を
随
時
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
て
い
く
方

法
に
変
更
。「
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
は
１
回
作
っ

内
戦
後
、
国
の
再
建
に
取
り
組
ん
で
き

た
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
は
、
す
べ
て
の
市
民

に
安
全
な
水
を
提
供
す
る
こ
と
を
国
家
目

標
の
一
つ
に
掲
げ
、
給
水
能
力
の
向
上
に

努
め
て
い
る
。
日
本
や
世
界
銀
行
、
フ
ラ

ン
ス
開
発
庁
、
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
な
ど
の

各
ド
ナ
ー
も
協
調
し
て
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
市

水
道
公
社
（
Ｐ
Ｐ
Ｗ
Ｓ
Ａ
）
に
施
設
建
設

て
終
わ
り
で
は
な
く
、
日
々
更
新
し
て
改

善
し
、
自
分
専
用
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
作
る

の
が
望
ま
し
い
。
完
成
版
な
ど
な
く
、
常

に
暫
定
版
と
し
て
存
在
す
る
。
そ
う
い
う

意
識
が
水
道
職
員
に
根
付
く
こ
と
を
重
視

し
て
い
る
」
と
小
野
さ
ん
は
話
す
。

ま
た
、
終
了
時
評
価
調
査
時
に
、
Ｐ
Ｐ

Ｗ
Ｓ
Ａ
側
か
ら
「
Ｏ
Ｊ
Ｔ
な
ど
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
活
動
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
の
日
常

業
務
に
必
要
な
時
間
が
相
当
奪
わ
れ
た
」

と
い
う
声
が
あ
っ
た
。
小
野
さ
ん
は
「
本

来
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
は
日
常
業
務

に
直
結
す
る
も
の
。
そ
の
こ
と
が
カ
ン
ボ

ジ
ア
側
に
十
分
に
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
分
か
っ
た
」
と
説
明
す
る
。
終

了
時
評
価
で
は
、
研
修
や
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
組
み

合
わ
せ
が
職
員
の
能
力
向
上
に
効
果
的
で

あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
一
方
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
に
必
要
な
時
間
と
日
常

業
務
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
す
る
こ
と
が

課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
事

項
を
踏
ま
え
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
活
動
が
業
務
改
善
に
貢
献
す
る
と
理

解
し
た
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
側
は
、
フ
ェ
ー
ズ
2
で

は
職
員
の
業
務
時
間
全
体
の
70
％
を
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
に
充
て
る
こ
と
を
取
り

決
め
た
。

国
際
機
関
や
各
国
ド
ナ
ー
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な

ど
が
数
多
く
活
動
し
て
い
る
カ
ン
ボ
ジ
ア

で
は
、
ド
ナ
ー
協
調
が
不
可
欠
だ
。
水
道

セ
ク
タ
ー
に
お
い
て
も
、
Ｐ
Ｐ
Ｗ
Ｓ
Ａ
の

主
導
に
よ
る
ド
ナ
ー
協
調
が
プ
ノ
ン
ペ
ン

市
の
水
供
給
改
善
に
貢
献
し
た
と
終
了
時

を
中
心
と
す
る
支
援
を

行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、

給
水
能
力
は
拡
大
し
て

い
る
も
の
の
、
都
市
部

で
安
全
な
水
に
ア
ク
セ

ス
で
き
る
人
口
は
い
ま

だ
37
％
程
度
に
す
ぎ
な

い
。
地
方
都
市
で
も
ド

ナ
ー
の
支
援
で
水
道
施

設
の
改
修
・
建
設
が
進

む
中
、
施
設
の
運
転
・

維
持
管
理
を
効
率
的
に

行
う
た
め
の
人
材
の
育

成
が
急
務
と
な
っ
て
い

る
。Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
は
Ｐ
Ｐ
Ｗ

Ｓ
Ａ
の
事
業
運
営
能
力

を
向
上
す
る
た
め
、
２

０
０
３
〜
06
年
に
「
水

道
事
業
人
材
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
。

北
九
州
市
や
横
浜
市
の

水
道
局
職
員
を
専
門
家

と
し
て
派
遣
し
、
配
水

量
管
理
や
浄
水
場
の
運

転
・
維
持
管
理
、
水
質
分
析
・
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
な
ど
に
関
す
る
技
術
指
導
や
マ
ニ
ュ

ア
ル
作
成
の
ほ
か
、
人
材
育
成
計
画
の
策

定
・
研
修
体
制
の
確
立
に
向
け
た
支
援
を

行
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
06
年
6
月
の

終
了
時
評
価
調
査
を
経
て
、
10
月
に
終
了
。

そ
し
て
こ
の
成
果
を
も
と
に
、
今
度
は
地

方
の
主
要
8
都
市
※
2
の
公
営
水
道
局
の
能

力
向
上
を
目
的
と
す
る
フ
ェ
ー
ズ
2
が
07

年
5
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

プ
ノ
ン
ペ
ン
市
以
外
の
州
都
公
営
水
道

評
価
で
認
め
ら
れ
、
フ
ェ
ー
ズ
2
で
も
Ｍ

Ｉ
Ｍ
Ｅ
水
道
部
が
そ
の
役
割
を
担
う
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
ド
ナ
ー
協
調
は
そ
れ
ぞ
れ
の

協
力
の
方
針
が
ぶ
つ
か
る
場
で
も
あ
る
。

小
野
さ
ん
は
「
世
界
銀
行
な
ど
は
、
地
方

部
の
末
端
に
ま
で
水
道
サ
ー
ビ
ス
を
届
け

る
た
め
に
行
政
（
官
）
だ
け
で
な
く
積
極

的
に
民
間
活
用
し
て
い
く
こ
と
を
主
張
す

る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
は
行
政
を
強
化

し
て
、
水
供
給
サ
ー
ビ
ス
の
基
準
や
制
度

が
整
備
さ
れ
て
か
ら
民
間
を
活
用
し
て
い

く
ほ
う
が
い
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ら

が
整
備
さ
れ
な
い
ま
ま
に
民
間
が
入
れ
ば
、

水
質
や
料
金
体
系
な
ど
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
な
い
こ
と
が
目
に
見
え
て
い
る
」
と

指
摘
す
る
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
が
カ
バ
ー
で
き
る
範

囲
は
限
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
「
官
」
が

局
（
全
13
州
都
）
は
、
鉱
工
業
エ
ネ
ル
ギ

ー
省
（
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
）
水
道
部
が
管
轄
し
て

い
る
が
、
水
道
局
職
員
の
研
修
制
度
が
整

っ
て
い
な
い
。
フ
ェ
ー
ズ
2
で
は
、
Ｍ
Ｉ

Ｍ
Ｅ
水
道
部
の
州
都
公
営
水
道
局
に
対
す

る
支
援
機
能
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
8

州
都
の
公
営
水
道
局
職
員
を
対
象
に
施
設

の
運
転
・
維
持
管
理
能
力
向
上
の
た
め
の

研
修
や
現
場
指
導
（O

n-the-Job
Training

：
O
JT

）
を
実
施
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
作

成
・
人
材
育
成
体
制
整
備
の
支
援
を
行
う
。

そ
こ
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
が
、
フ

ェ
ー
ズ
１
で
育
成
さ
れ
た
Ｐ
Ｐ
Ｗ
Ｓ
Ａ
の

職
員
た
ち
だ
。
フ
ェ
ー
ズ
１
で
確
立
さ
れ

た
研
修
シ
ス
テ
ム
（
図
）
を
活
用
し
、
彼

ら
が
指
導
者
と
な
っ
て
研
修
や
現
場
指
導

を
実
施
す
る
。

フ
ェ
ー
ズ
1
の
終
了
時
評
価
で
指
摘
さ

れ
た
課
題
の
一
つ
が
、
浄
水
場
の
運
転
・

維
持
管
理
や
水
質
管
理
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

完
成
と
、
そ
れ
を
使
っ
た
日
常
業
務
の
実

践
だ
。
フ
ェ
ー
ズ
1
で
は
、
研
修
と
と
も

に
Ｏ
Ｊ
Ｔ
が
導
入
さ
れ
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
が
行
わ

れ
て
か
ら
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

カ
ン
ボ
ジ
ア
事
務
所
の
小
野
智
広
職
員
に

よ
る
と
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
実
際
に
使
う

個
々
人
の
知
識
や
能
力
に
合
わ
せ
て
工
夫

し
て
作
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
側
が
自
分
た
ち
で
作
成
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
が
、
カ
ウ
ン
タ

ー
パ
ー
ト
側
は
、
日
本
人
専
門
家
が
マ
ニ

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
、
徐
々
に
「
民
」
に
広
げ
て
い
く
。

そ
れ
は
、
日
本
の
公
共
水
道
事
業
を
学
ん

だ
Ｐ
Ｐ
Ｗ
Ｓ
Ａ
総
裁
や
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
水
道
部

長
も
同
意
し
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
フ
ェ
ー
ズ
2
の
各
地
方
で
の
研

修
で
は
公
営
水
道
局
の
周
辺
地
域
で
活
動

す
る
地
元
の
民
間
業
者
も
受
け
入
れ
る
予

定
の
ほ
か
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
支
援
や
住
民
自
身

で
パ
イ
プ
を
引
い
て
水
供
給
に
取
り
組
む

村
に
対
し
、
公
営
水
道
局
が
「
地
域
の
核
」

と
な
っ
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
づ
く
り
も

目
指
す
。

内
戦
後
、
日
本
を
含
む
多
く
の
ド
ナ
ー

が
水
道
施
設
の
復
旧
・
建
設
を
支
援
し
た

が
、
維
持
管
理
を
担
う
人
材
の
育
成
が
遅

れ
、
自
立
発
展
性
に
欠
け
て
い
た
。
そ
の

反
省
か
ら
、
人
材
育
成
体
制
の
確
立
を
目

指
す
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
生
ま
れ
た
。

フ
ェ
ー
ズ
1
の
結
果
、
Ｐ
Ｐ
Ｗ
Ｓ
Ａ
は
自

分
た
ち
で
継
続
し
て
職
員
の
育
成
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
成
果
は
ほ
か
の
ド

ナ
ー
に
も
高
く
評
価
さ
れ
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
作
ら
れ
た
研
修
シ
ス
テ

ム
を
活
用
さ
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
も

あ
る
と
い
う
。

今
は
ま
だ
都
市
部
が
中
心
だ
が
、
フ
ェ

ー
ズ
2
で
育
っ
た
人
材
が
さ
ら
に
そ
の
シ

ス
テ
ム
を
生
か
し
て
地
方
の
人
材
を
育
成

し
、
全
国
の
人
々
に
安
全
な
水
を
届
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

※
2
日
本
の
無
償
資
金
協
力
で
浄
水
場
施
設
が
整

備
さ
れ
た
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
、
世
界
銀
行
の
融
資
で

施
設
が
整
備
さ
れ
た
シ
ハ
ヌ
ー
ク
ビ
ル
、
ア
ジ
ア
開

発
銀
行
に
よ
り
施
設
が
整
備
さ
れ
た
バ
ッ
タ
ン
バ

ン
、
プ
ル
サ
ッ
ト
、
コ
ン
ポ
ン
ト
ム
、
コ
ン
ポ
ン
チ
ャ

ム
、
カ
ン
ポ
ッ
ト
、
ス
バ
イ
リ
エ
ン
の
8
州
都
。

※1 目標の達成度、事業の効率性、今後の自立発展性などの観点から総合的にプロジェク
トを評価する。また、プロジェクト終了後もフォロー・継続・展開していく必要がある活動を確
認し、どう継続していくかを検討・提言するとともに、類似プロジェクトへの教訓を提案する。

人々に安全な水を届ける人材の育成を
内戦で社会基盤や人材が失われたカンボジアでは、全国の水道施設も破壊され、維持管理が行われず、人々に安全な
水を供給できない状況にあった。日本はほかのドナーとともに水道施設の再建を支援したが、施設の運転・維持管理
のための人材が十分ではなく、JICAは「水道事業人材育成プロジェクト」を実施。その終了時評価※1が2006年6月に
行われた。プロジェクトで得られた教訓は、07年5月に開始されたフェーズ2プロジェクトにどう生かされているのか。

カンボジア�

中国�

ミャンマー�

タイ�

Cambodia

フェーズ１で確立された人材育成体制「トップランナー・キャッチアップ方式」�

①PPWSAの幹部職員（候補職員含む）が日本で基礎を学ぶ。
②帰国した職員は派遣された日本の専門家からOJTでPPWSAの施設の維持管理技術を学ぶ。
③PPWSAの中の職員研修制度を確立して、幹部職員が講師となって中堅職員を指導する。

PPWSA（トップランナー）の能力を強化し、地方の水道事業体（セカンドランナー）は
PPWSAから人材育成の支援を受け、能力向上を目指す。

水道局・ほか（日本）� （Ⅰ）専門家�

①研修�

派遣�

③研修�
PPWSA研修センター�

タイ水道技術�
研修センター（タイ）�

（Ⅱ）PPWSA�
幹部職員�

（Ⅲ）PPWSA職員� （Ⅲ）地方水道職員�

③職場でOJT

②職場でOJT

施
設
建
設
か
ら
人
材
育
成
へ

ド
ナ
ー
協
調
の
難
し
さ

フ
ェ
ー
ズ
１
の
課
題

浄水場の電気設備のメンテナンス作業をするPPWSAの電気施設担当職員たち。フェーズ1で育成され
たPPWSAの職員が、フェーズ2の研修講師を務める

加賀田勝敏専門家（中央）の指導のもと、浄水場の水処理施設の操
作・メンテナンスのOJTを受けるPPWSAの水処理担当職員
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